
松戸市の自殺統計について

令和７年８月４日

松戸市自殺対策推進会議

資料２



人口動態統計 警察庁自殺統計

出典元 厚生労働省 警察庁が自殺統計原票を集計した結果

対象 日本における日本人 日本における外国人も含む

計上方法

死因不明の場合は不明のまま処理され、訂正報
告がない場合には自殺には計上されない

捜査などにより自殺と判明した時点で「自殺統
計原票」を作成

・自殺総合対策大綱の数値目標における自殺死
亡率の基

・WHOに自殺死亡者（率）を報告

・千葉県衛生統計年報（自殺者数・死亡率）

・地域における自殺の基礎資料はこれを基に厚
生労働省自殺対策推進室が集計

・地域自殺実態プロファイルの基

分類 住所地を基に死亡時点で計上
自殺日・発見日、住居地・発見地
市では自殺日・住居地を使用

内容 自殺者数、自殺死亡率、男女別、年代別
左記に加え、原因・動機別、職業別、自殺未遂
歴の有無別、同居人の状況別など

数の公表時期
・概数：翌年の6月

・確定数：翌年の9月

・速報値・暫定値：月別の数値は翌月

・確定値：翌年の3月

自殺統計について
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松戸市の自殺の状況 ①自殺者数、自殺死亡率の年次推移
〇本市の自殺者数・自殺死亡率は平成30年以降、下げ止まりとなっていたが、令和5年に顕著に減少した。
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図１ 松戸市の自殺者数の推移

人口動態統計

図２ 自殺死亡率の推移（松戸市、千葉県、全国）

人口動態統計
【参考値】警察庁自殺統計の自殺者数

男性 女性 合計

松戸市の自殺者数
（人）

令和4年 59 25 84

令和5年 48 23 71

令和6年 46 29 75

松戸市 千葉県 全国

自殺死亡率
（人口10万対）

令和4年 16.9 15.9 17.3

令和5年 14.3 15.8 17.3

令和6年 15.1 14.7 16.1

【参考値】警察庁自殺統計の自殺死亡率
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警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

松戸市の自殺の状況 ②月別自殺者数の推移
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〇本市の令和７年の自殺者数は、国、県と比較すると、増加傾向である。
図３ 月別自殺者数の推移（全国、千葉県、松戸市）



〇40代、50代の自殺者数が最も多く、30代、70代が続く。男性に比べて、女性は年代によるばらつきが少ない。

○令和2年以降は、40代～50代が増加し続けている。

松戸市の自殺の状況 ③年代別自殺者数
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図４ 松戸市の年代別自殺者数（令和元年～令和5年の合計）

人口動態統計

図５ 松戸市の年代別自殺者数の推移

人口動態統計



〇男性は、20代が全国に比べて高くなっている。

〇女性は、２０代、５０代、７0代以外は全国に比べて高く、年代別の死亡率は全体的に高い。

松戸市の自殺の状況 ④年代別自殺死亡率（全国との比較）
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図６ 男性の年代別死亡率（令和元年～令和5年の平均）（松戸市、全国） 図７ 女性の年代別死亡率（令和元年～令和5年の平均）（松戸市、全国）

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

(人口10万対） (人口10万対）



年代
第1位 第2位 第3位

死亡者総
数死因 死亡者数 死因 死亡者数 死因 死亡者数

10歳未満 悪性新生物 9
・周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害
・その他の症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類
されないもの

各8 70

10～19歳 自殺 12 その他の外因 5
心疾患（高血圧性を除く）

不慮の事故
各4 35

20～29歳 自殺 45 悪性新生物 10 心疾患（高血圧性を除く） 8 87

30～39歳 自殺 62 悪性新生物 16 心疾患（高血圧性を除く） 13 136

40～49歳 悪性新生物 125 自殺 76 心疾患（高血圧性を除く） 65 452

50～59歳 悪性新生物 384 心疾患（高血圧性を除く） 198 脳血管疾患 84 1,118

60～69歳 悪性新生物 794 心疾患（高血圧性を除く） 289 脳血管疾患 117 1,942

70～79歳 悪性新生物 2,299 心疾患（高血圧性を除く） 775 脳血管疾患 338 5,870

80～89歳 悪性新生物 2,347 心疾患（高血圧性を除く） 1,531 老衰 871 9,580

90歳以上 老衰 1,489 心疾患（高血圧性を除く） 976 悪性新生物 718 5,913

人口動態統計より集計※死亡者総数：令和元年～令和５年までの各年代の死亡者合計人数

松戸市の自殺の状況
⑤年代別死亡原因（令和元年～令和５年の合計）
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表１ 松戸市の年代別に見た死亡原因（令和元年～令和5年の合計）
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〇男女ともに、「同居人なし」よりも「同居人あり」の割合が高く、女性は男性より「同居人あり」の割合が高い。

○一般世帯に占める単独世帯の割合と比較すると、男女ともに「同居人なし」の割合が高く、特に男性は「同居人なし」の割合が高い。

松戸市の自殺の状況 ⑥同居人の有無
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図８ 松戸市の自殺者（令和２年～令和６年の合計）の同居人の有無別割合

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

男性 女性

【参考】松戸市統計書 令和6年度版（国勢調査 R2,10,1）
一般世帯 世帯数：254,494

世帯人員：490,216人中、単独世帯(人員）93,029(人）〔19％〕
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〇5年間の合計人数では、男性では有職者が最も多く、女性では年金・雇用保険等生活者が最も多い。

○男性は失業者、年金・雇用保険等生活者が増加傾向、女性は有職者、年金・雇用保険等生活者が増加傾向である。

松戸市の自殺の状況 ⑦職業別自殺者数
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図９ 松戸市の職業別自殺者数（令和２年～令和６年の合計）

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

図10 松戸市の職業別自殺者数の推移

男性

女性

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）
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9

厚生労働省・警察庁
令和4年中における自殺の状況より



〇男女ともに健康問題が多く、男性は経済・生活問題、勤務問題、女性は家庭問題が続く。

松戸市の自殺の状況 ⑧原因・動機別自殺者数
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図11 松戸市の原因・動機別自殺者数（令和２年～令和６年の合計）

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

図12 松戸市の原因・動機別自殺者数の推移

男性

女性

(人）

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

※ 自殺の原因・動機について、令和３年までは、遺書 の自殺を裏付ける資料によ
り明らかに推定できる原因・動機を自殺者一人につき3つまで計上可能としていたが、
令和４年からは、家族 の証言から考えうる場合も含め、自殺者一人につき４つまで
計上可能としている。
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〇自殺未遂歴の有無は、男性よりも女性の方が「あり」の割合が高くなっている。

松戸市の自殺の状況 ⑨自殺未遂歴の有無
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図13 松戸市の自殺者（令和２年～令和６年の合計）の自殺未遂歴の有無別割合

警察庁自殺統計（自殺日・住居地）

男性 女性
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松戸市の自殺の状況 ⑩地域自殺実態プロファイルによる分析
地域自殺実態プロファイルとは、市町村が自殺対策計画を策定するに たり、地域の自殺実態を理解できるようにするため

のツールとして国から送られた参考資料集です。自殺実態の分析を共通の手法で行なったもので、他市町村と比較可能となっ
ています。5年合計の集計を用いており、性、年代、職業、同居人の有無から自殺者数が多い5つの区分が示されています。

自殺者の特性上位５区分
自殺者数
(5年計)

割合
自殺死亡率*

(人口10万対)

参考：全国の自
殺死亡率

（人口10万対）

1位:男性60歳以上無職同居 40 10.0% 26.4 27.7

2位:男性40～59歳有職同居 33 8.3% 12.1 16.3

3位:男性40～59歳無職独居 31 7.8% 282.9 236.6

4位:男性60歳以上無職独居 31 7.8% 80.7 83.5

5位:女性40～59歳無職同居 29 7.3% 18.8 16.7

※区分の順位は自殺者数の多い順で、自殺者数が同数の場合は自殺死亡率の高い順。
※自殺死亡率の算出に用いた人口は、総務省「令和２年国勢調査」就業状態 基本集計を基に、一般社団法人いのち支える自殺対策推進センターにて推計。

表２ 松戸市の な自殺者の特徴（令和元年～令和５年合計）＜個別集計（自殺日・住居地）＞

地域自殺実態プロファイル2024 12



令和7年度　関連要因についての相談状況調査

ネ
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と
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自
殺
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遂
者

自
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族
等

児
童
生
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生
活
困
窮
者

高
齢
者

勤
務
・
経
営

子
ど
も
・
若

者

女
性
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ

等

● ● ● 376 390 408

● ● ● 31 35 55

商工振興課 労働相談 ● ● 105 101 139

消費生活課 多重債務についての相談 ● ● 38 32 35

低所得者支援事業 ● 165 153 126
生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事
業）

● ● 659 788 853

健康相談 ● ● ● ● ● ●
実数：96

延数：227
実数：117
延数：227

実数：80
延数：91

生きる支援相談窓口 ● ● ● ● ● ● ● 543 1,552 1,762

3,376 2,896 2,298

●
①健康・医療に関

する相談 682 570 423
②経済的な問題に

関する相談
668 559 331

127,689‬ 129,364 128,718
地域包括ケア推進課と地域包括支援センターの相談件数
(福祉まるごと相談を除く)

①健康・医療に関
する相談 28,181‬ 26,904 25,236

地域包括ケア推進課と地域包括支援センターの相談件数
(福祉まるごと相談を除く)

②経済的な問題に
関する相談

6,927‬ 6,262 6,161 地域包括ケア推進課と地域包括支援センターの相談件数
(福祉まるごと相談を除く)

高齢者虐待防止ネットワーク関係業務 ● ● 293 246 209 通報受理件数のうち虐待認定件数
令和3年度106件、令和4年度140件、令和５年度106件

健康推進課
相談件数

福祉政策課
相談件数

相談件数

相談件数

備考
基本施策 重点施策

男女共同参画課 ゆうまつどこころの相談
女性の相談件数

男性の相談件数

担当課 事業名または業務の内容

関連する施策

項目
件数

（R４年度）
件数

（R５年度）

法外援護金の申請件数

精神疾患やこころの健
康に関する相談件数

件数
（R6年度）

高齢者虐待の通報受理
件数

総合相談事業 ●

相談全体件数

再
掲

相談全体件数

再
掲

●

● ●

福祉まるごと相談窓口 ●

地域包括ケア推進課

●

資料３
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備考
基本施策 重点施策

担当課 事業名または業務の内容

関連する施策

項目
件数

（R４年度）
件数

（R５年度）
件数

（R6年度）

2,890 2,942 3,019
再
掲

生活保護の申請数 1,183 1,245 1,272

20,963 23,501 25,013 令和3年度から、重層的支援体制整備事業として、中央・小金・常
盤平基幹相談支援センター及び社会福祉法人桐友学園による相談

①こころの不調に
関する相談

2,552 3,631 5,456
②経済的な問題に

関する相談
1,139 3,720 1,312

子ども居場所課 青少年相談 ● ● ● 330 384 351
平成30年度から家庭教育相談員が常盤平児童館に移動し、来所す
る子どもに話しかけるなど、相談しやすい関係づくりをおこなっ
ている。

361 334 347
再
掲

ＤＶについての相談 127 109 119

家庭児童相談 ● ● 1,366(1,400) 1,387 1,360 (    )内には旧統計基準による数値を記載

いじめ相談 ● 166

11,146 10,479 10,743
再
掲

こころの健康に関
する相談

192 151 158
乳児家庭全戸訪問事業における産後うつ
チェックリストによるスクリーニング

● ● 203 244 210

教育相談・心理相談 ● ● 973 819 793 令和4年度より担当課の変更のため、本庁受理面談及び不登校相談
のみ対象とする。

スクールソーシャルワーカーによる相談 ● ● 13,326 15,113 14,477

相談件数

相談全体件数

再
掲

●生活保護施行に関する業務
生活保護の相談件数

● ●

生活支援課

障害福祉課 基幹相談支援センター等における相談支援 ●

相談件数

女性相談

児童生徒課
相談件数

相談件数（延件数）

● ●
相談全体

点数が高かった者の数

こども家庭センター

相談全体件数

児童虐待の通報受理件数

市民健康相談 ● ●

●

2



令和7年度　うつ病等罹患状況調査票

障害福祉課
1,027人

(内うつ病404人)
961人

（内うつ病376人)
961人

(内うつ病369人)

レセプト件数（被保険者千人当たり） 18.236 18.864 20.269

被保険者医療費総点数 37,732,303 37,821,490 37,182,866

レセプト件数（被保険者千人当たり） 0.297 0.365 0.398

被保険医療費総点数 14,525,029 17,143,325 16,864,803

件数
（Ｒ6年度）

件数
（Ｒ５年度）

自立支援医療の精神通院　申請数（新規）

健康推進課　健診担当室

うつ病
（外来）

うつ病
（入院）

件数
（Ｒ４年度）

担当課 項目
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